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 12月1日は「世界エイズデー」
　世界エイズデー（World AIDS Day）は、世界レベルでのエイズの蔓延防止と患者・感染者に対する差別・
偏見の解消を目的とするもので、毎年12月1日を中心に世界各国でエイズに関する啓発活動が行われています。
　世界エイズデーの今年度のテーマは『知ってる⁉ＨＩＶとエイズの違い』、この機会にＨＩＶ／エイズにつ
いて正しい知識を身に着けましょう。

・エイズとは
　エイズはＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）に感染することによっておこる病気ですが、ＨＩＶ感染＝エイ
ズということではありません。ＨＩＶに感染後、自覚症状のない時期（無症候期）が数年続き、さらに進行
することで免疫力が低下し、本来なら自分の力で抑えることのできる病気にかかるようになります。病気の
うち、代表的な23の指標となる疾患が決められており、これらを発症した時点でエイズ発症と診断されま
す。
　現在は治療法の進歩により、早期から治療を継続することでエイズ発症予防・感染リスクを減少させるこ
とが期待できるようになりました。

・ＨＩＶの感染経路
　❶性行為による感染

　最も多い感染経路です。ＨＩＶは主に血液や精液、膣分泌液に多く含まれ、
その性行為の相手の性器や肛門、口などの粘膜や傷口を通って感染します。
性行為におけるコンドームの正しい使用は、ＨＩＶ感染症／エイズ予防にと
って有効な手段です。

　❷血液を介しての感染
　覚せい剤など依存性薬物の“回し打ち”による注射器具の共用やＨＩＶが存在する血液の輸血などによ
って感染します。日本では現在献血された血液は厳重な検査により最高水準の安全が確保されていますが、
極めて稀に感染する可能性があります。

　❸母子感染
　母親がＨＩＶに感染している場合、妊娠中や出産時に赤ちゃんに感染することがあります。母乳による
感染の例もあります。日本では、母親がＨＩＶ感染症の治療薬を飲むことや母乳を与えないなど、様々な
対策を行うことによって、赤ちゃんへの感染を１％以下に抑えることができます。

・レッドリボン
　“レッドリボン”は、エイズに苦しむ人々の理解と支援の意思を示し、エイズに関して偏見を持っていな
い、エイズとともに生きる人々を差別しないというメッセージを表しています。

・厚生労働省　https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/eizu/index.html
・API-Net　　https://api-net.jfap.or.jp/knowledge/index.html
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